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河川改修事業において，河川護岸の基礎部に「伝統的な河川工法」で
ある梯子胴木，松杭基礎を活用した事例を紹介する。
基礎部の沈下防止対策工法として減少傾向にある「伝統的な河川工

法」である梯子胴木や松杭を採用することで，施工経験と知識を蓄積し，
その「技術の継承」を目指す。
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